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〈特集)rびぷりおJ 100号によせて

扇額「学而不厭」のこと

本学園骨鮪正面階段の中央部に、我が国相の

ノーベル賞物理学者、掛川書樹先生の畿による

r学而不恥町碑文があることは、琉大人なら

ば知らぬ者はいないであろう。その由来につい

ては、 『斑車大学四十年J (1990年5月22白尭行)

の附属図書館町朝iに次のような配述がみられる.
r{この)碑文は昭和38年1月18日掛川秀樹博

士が講棋のためる経学きれ、その折に揮毒された

鳳頓より安抗富畳耐教授にレイアウトを依頼し、

彫刻は県内産量上回石である久米島神里村局尻

町輝石安山岩を檀用、沖縄大理石祉に依頼して

制作したもので昭和57年9月2日宮地健学長列席

のもと除幕式が行われた...... J 

この説明は主として日年前 {I9BZ年)の碑文

制作のことを述べたものであって、それまでの

ことについては、 帰還カ'30年前(1963年)だっ

たことのほかは、ただ「踊額Jのー語しかない。

先生の曹が同額曹接されてどこかに保存されて

あったことは分かるが、それ以上のことは分か

らない。そこで、今回「びぷりおJ100号記念

号に執輩艦頼を畳けた機会に、踊額のことを少

し調べてみようと思いたった。

車えが眉割のζとにこだわるのには実は次のよ

うな背景があった。多分それは一昨年のこと

だったと思うが、ある日図書館長室にお邪魔L
たことがある。入った途端、艶の鳳額 r学而不

厭Jカ咽且につき、弘は思わず近寄ってじっ〈町

見せていただいた.ところが意外にも、その届

額は原本ではな〈、ー見してコピーであること

が明白だった.鹿本のことについては居合わせ

た館且遣も即塵には分からない様子だった。気
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砂川恵伸

にはなったが、私もその場はそれ以上立入って

確かめないままに引きあげた。以来、眉額阻本

のことがずヲと置にかかっていたという訳であ

る。

さて、この碑文については、先の引用文のほ

かにも、幾つかの文章が嘗かれているが、碑の

由来に触れたものと しては、安次富畏昭 rr学

而不厭」 図書館玄関聖札町制作にあたって

一J ('びぷりおJVol.15 No.5， 1982年12月1

日)ゃ r琉大凪土記J (1990年，沖縄タイムス

社刊.139-140頁}などがある.これらも>!J碑
制作の経過を中心にした文章であるが、扇額の

ことについても大事な配置がいくらか含まれて

いる。このほか、当時的関品者の話、世間、写

真などをとおしてある程度のことが分かつた。

前掲の安次富エフセーによれば、図審館正面

の碑文は原本の文字を原寸のI.3倍に拡大し、

字間余白も石のサイズにパランスをとって網整

してあるという。同額は碑よりも慌骨小さいと

いう ことになる。図書館長宣の扇額を測ってみ

たら、棋のサイズが縦33.2センチ、横106.8セ

ンチ。半切を約30センチ短〈したサイズである。
r琉球大学四十年』には、楢川先生坊対置れた

革きぽきでこの命1を今まさに輝嘩中町模様が写

真に収められている。情で、当時的与郡横松助

学長と山固有功教育学部長が串輔の面持ちで見

入っているお安もある.場所はあの当時首里

キャンパス町本館内にあった金蟻室だ。写真に

は写っていないが、想{草するに、そ町時写真の

手前醐にはカメラマン司他にも何人かの閑暁者

がいたはずである。部局長告のメ ンパ とか事



続主主大学附属罰¥!III・
務局町匝固とか.

私は自身の体験から阜、うのだ治人人前での揮

事は輯りで都南にこもって書〈より何倍も躍し

い也のである.li¥が世るうえに国〈なってなか

なかうま 〈行かない.普段町稽古に裏打ちされ

た自帽とそれなりの治監をつんだ人でないと、

書いても満足のいくものは出来ない。過川先生

がよの写真に見るような状況のなかで、こんな

見司惨な作品を仕よげられたことから見て、先生

が曹についてもかなりのキャリアをおもちだっ

たことは履いがない.

そんなことを考えていたら、最近、友人の松

村圭三氏(完本挙事務局長)から、揚川先生町

r学而不厭」町轡が京都大学の母)11!2:t館にも

あるということを聞いた.やはり、先生がこの

句を日頃から置用L、冊置も轡きこんでおられ
たことは聞遭いないと考えてよさそうである。

ただ、 1正大に残されたこの曹にはもともと落款
印がなかったとのことであるが、それはおそら

〈擁先で予定舛のことだったためにお手爵に印

を構えておられなかったからであろう.

現在、図書館提車にかかっている肩頓には

ちゃんと印治吟申してあるが、これはその後刻碑

制作の障に朱亡人の湯川スミ尭人にお願いして

押していただいたものである.冊竃の桂約四年

も経ってから帯款印が施されたというのも寧し

いことである.こ町辺町ことは、前掲の安次.

エ ッ セーや r車大風土ø~， 1こも曹かれているが、

少し補足すると‘当時の木崎甲子郎図書館長と

揖川スミ夫人との聞の往復容聞が今も図書館に

保存されていて、楢川先人的お手紙のなかに、

r. . .・ょく主人が仙の翻にも押していましたよ
うに、最初と名前町下とニケ所に印を押しまし

て昨日迦送属に置しましたo ....Jという下り
がある.r最初」というのは曹の右肩に押され

唱喝

3 

VOI. 26 Ho. 3 Seot. 1993 

ている車印のことである.先生がかなりの曾歴

をお持ちだったことはよに傍点を絡した文面か

らも明らかである.きて、掴軍司桂、この容は

早連覇領事をされ、芯SIIl配意図・館内町正面玄
関ホールでカウンター背挫の壁画に掲げられ、

世吸員、学生の学習町勘みとなってきた.1弼1

年に千原キャンパスの現図S曲が壇工L首里か

ら移転してきた植は、図書館長宣に掲げられて

現在に至っている.しかし、現在そこにかかっ

ているのは、先ほど述べたように、植本である。

l京本は一体どこに行ってしまったのか.
試にかかっていたこのことも、告書いに今回の

翻査で判明した.図書館町金町町中に大事に保

管されていたのである。私ははやる担持ちを抑

えながら阜遺見せて貰ったが、またも意査をつ

かれた.現れ出たのは掴額ではな〈、柄績に収

まった巷輪だったからである.欄いて見ると輯

れもない r掌而不厭Jの原本である.二十年も

の問、扇面で掛かっていたせいでかなり日韓け

しているものの、 .<<1まいまだに鮮やかだ.見
ていると楢川先生町邑遣いが伝わって〈るよう

在感じさえする.力強〈轟としたなかにも慎ま

しやかな担品が揮う.技量的にも見事な書帽で

ある.

眉舗のままだと傷みが量むため.眉額は複本

にし、原本11事繍にして永丸惇存することにL

たということである.院に行き届いた配慮であ

旬、今更ながらプロ柴田である図書館町仕事撮

りに脱帽した.と問時に1凹号を世える rびぷ

りおJの尭行についてもやはりプロの根性を見

る思いがするのである.このようなプロ官、輸が

息づいているか富旬、斑大図書館健在なりの盛

を探くしつつ、本官~~号の葺行を麿んでいる次

第である.

(すながわけいしん琉球大学長)

" 司自
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原石の研ぎ跡

現ftはコ ンピ Aーターの世のゆです.これが
無ければ在も日も明けません。ゃれ資軒だ、記

揖だ、ゃれデータ・ベ スだと、 まさに狂乱じ

みた毎日です.しかし.このようなハードーウ

エアのなかった大脅にも、文字なら白人聞の生

きたliEしがプリントされていたのです。

沖縄に来て10年余になりますが、この間に趣
味車事ワで採拓した碑文均九大分溜りました。

内容も、歴史的な意味合いの濃いも円から、琉

理王を始めとする貴人の遺曹を顕草する記念碑

や、果ては墓碑晶に車るまでさまざまです。

先日、梅簡明けの日麗しの強い日曜日に、虫

干しをしようと久L撮りに拓本町東を広げてみ
ました.長引すまでもなく当地はヒイーラーの王

国.こ町樋の輯績は彼らの好餌ですから点検を

宜るとやられます.

果たせるかな、何枚かが宜書を量っていまし

た.しかし.相手が咽手だけに、どうにもなり

ません.一位一枚と看てい〈う ちに、高さ却を

ンチ幅15セノチ桂町細長ふ問角い小さなものが

出てきました.いわゆる車石です.これは、掴

花で譲る碑文を採った帰りに、近道をして雑木

町ヤプを積切ったとき、つまずいて偶然にみつ

けた原石町拓本です.r四'!'Jと縦に二文字だ

け刻まれた粗末な石杭に過ぎません。いつごろ

ヌk盛肇

のものかはっきりしませんでしたが.桂で圃べ

たところ、どうやら曹温(1曲2-1761)の植地
以桂に、田畑や山林・胤野町区爾盤理のための

目印として立てられたもののようです.

それだけならば、別に何町世哲もありません

が、この石の稜角は大畠〈串り掘って、丸〈凹

んでいたのです.これ11、紛れもな〈刃物を研
いだために腐り減った担跡です.恐らく鎌か錠

でも研いだのでしょう.しかし.訟も百姓町出

だからよ〈分かるのですが、国い自開石が丸〈

凹むまで庖り減るには、よほど畏い年月にわ

たって冊固も研がなければ、こうはなりません。

これまで、洋町車西を問わず、いつ町時代に

あっても、史録 (データ}というものは、時の

支配者または帽力者の手に慮ると相場はきまっ

ていて、アウトサイダ一、ことに島民などは世

らにとって虫けら阿俄であってみれば、農民岡

田史録などというも町は日とんど鶏り得ません

でした.そ町意味からすると、二町車石町研障

は、いみじ〈も過酷な労働に耐え臨き続けた軸

雷え白島氏の生き'i!'まが間接的に投影された貴

重な証しの一郎、つま句庶民の生きたデータの

片鵠とみることができるのではないでLょうか。
(ながもり はじめ附属関書館長)

首里時代田キャンパス全量
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琉琢~掌附属図書館報

創成期の木造貧富のこと

崎浜主技

職植間もな<flJI宣された疏球大学附属図書館
町19日ー日年頃のことである.下駐輔より溢れ

た履物(多くはゴム草履であった}で担躍を撞

め下いた図書館入り口町光景カ句乍自のように頭

を過ぎる.

木造平贋建て76坪の凶待館は56J/官町一般閲覧

席、 12n智の特別閲覧席を持っていた。
一目的入館者世、 凡そ370名、朝8時四分の
開館早々より柵席にな句、図書E館入口一面、足
の賭場もないほどの混雑音極めていた。学生遣

はそれらの殴物を情び石代句に烈び越え晴び盤

え入館する有掃であった.'JJ給、入館はできて

も席に生れる保置もな〈書製の聞や盤に免れて

立読みする学生、置かなスペースの席に坐り込

んで活字を迫うさ学生などなど.室外に溢れ出た

学生は、 rコJ の字裂の図嘗館中庭を閲覧室代
りとし、芝生に躍を降ろし波書に余念がなかっ

たものである.

学生総鉱五百有余名の向、大半円学生治符舌字

を、情報を求めて図書館へ園書館へと足を運ん

だことになる.資料のZしい当時.図書館へそ
れを求めたのは勿酷であるが、車大圏轡館町建

物は当時としては立眼なものであったa

沖縄独得町赤Eの座制温品つ木造町本建革、
内部は自震に大きな曹、が方々に聞かれ、 探光、

V乱，.陶 3 5t"pL 19由

通風とも申し分ない現地権であ。た.床は車且に

心.l!!よい瞳触をもたらす木田町し。かりしたフ

ローリング.赤Eが陣止に暁ぇ.木造でありな
がらモダンな感じを与えていた.

焼野原から立ち上がった聞もない時忙であるa

融蝿を追われ轍火を遣れた人々が‘桶〈許可さ

れた地壇に戻り帯ち著書的めた頃のこと.荒事

張札トタン葺きの多いゆにあ。て、箇旦地跡

の高台に聾え立つように撞てられた図書錨は、

いやがうえにも立棋に見えたのは当時としては

無理からぬことである.

学生町文半がこの居心地の良い閲書館を講義

以外的時JUJに当てたのであろう.吹き依けるさ
わやかな心地よい加しに置りながら過すひととき

は、学生還の活力を曹える揮掴ともなったので

あろうか。

在聞は職員の野力で揮夜おそくまで開価され、

ここばかりは不在揖町観を呈していた.高台に

埠々と奄る明りは過か遮くの地壇よりも盟主れ司

書くの人々のZ寄り車となった.
珪大図書館のこの明りは、車遣にも何か希望

のようなものをかき立てる先であったようにも

思う.

こうして、担挫灰塵の中より力強く立ち上が

旬、学u巣立ってい包た掌生遣は、現在球大町
教官をはじめとし沖縄の各界で惜醐されている.

先遣って、すっかり檀旧された首里植を訪れ

たが、制成期の図曹館が幻のごと〈浮び、当時

の学生遣の熱い息吹を時じる思いであった。

(さきはま ふみえ.元畳入梧itl

創設時町附属図書館
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a涼文学附属図書館線

「沖縄書誌」三味

新塙安普

あれこれ三十年前町首里キャ Jパス時代の億

い出町一端である。琉大町償揖改掌にともない、

図曹館の移萌組捕に一部改組があり、「審考司

書」が新政されたのが、 1964年同月 1日であっ

た。害事業萌7J.1/膏肱作成、図書館町利用指導、

資料の収集計画等が主要なものであったが、特

殊的な捕曹としてアジア財団慢助でハワイ大学

との沖縄資料の交換聾務(1964.11)、図書館報

「ぴぷりおJ町創刊(1967.5)、琉琢政府立中

央図書館(現証の沖縄県立国脅鮪)東恩納貴博

士廊資料町目録作成協力(1965.8)、琉球大学

蝿土膏軒目録 {改首J増補版Jの刊行(1966.6)
など図容量買全体の意志で進行されたことなどが

強〈印輩にのこっている。とりわけ r1/ぷり

おJ創刊以来、肝余幽析ながら曹21号 (1972.

4 )までは、阜の書考司書当時町産物である。

r1/.ぷ句おJの踊集刊行の経費もままならな

琉大図書館の小さな恩い出

野原敏弘

ほ(I主、球大の一期生であるから、問書館の

創立当初町利用者ということになる。

沖縄聴で破壊された首里措跡はすっかり荒廃

してLまって、そこに大学は建った。米軍の艦
砲射撃でくずれた揖壁は瓦礁の山となっていて、

草でおおわれており、そζに、学生たちが校舎

へ通うために歩いた小道ができていて、誰tJ'名

づけたか、学生たちは、その坂を「下駄割り

塩J と呼んでいた.

そ丹頃、那覇には昏庖はなく、貸し本屋が一

野あるだけであった。学生たちは、大きな喜多と

希望を持って入学してきた者たちばかりであっ

たが、図書を購入する遭もな〈、皆、活字に凱

えていた。

VoI. 26 晶 3 Sept. 1993 

かったこともあって、手書きや和文タイプ版町

原柾を作成L印刷する工程であった.
千原キャンパスへの移転記企のそニュメント

になった沖縄問悟責科目録 (増加版)の刊行

(198l. 3)前挫のころから、私町「曾鉱J 三畦

がはじまるo r1/ぷりおJ とのかかわりのなか

で、憧い出されるのは、「沖縄研究史J害1，稿
を掲置させてもらったことである.ひろい視野

から沖縄貴料のあ句ょうをつぶさにみてきたこ

ともあって、大きな興味と関心を笹せたのはー

沖縄研究史ーその動向(経過現状)及び評価

(課題厳望)帯について、その過の研究者の

嘗いた重要なドキュメントを拾い推めたことが、

そもそものはじまりであった。揮47号09回
9)から第50号 (198l.4)まで各分野別に連載L

たが、 h ・0沖縄研究を志向する者にとって、

好個の蝿進剤的な役割をもっ書考資料になるで

あろう"と記しておいたが、はたしてそのド

キA メントに注目し利用して〈れた者はどれだ

け居たことであろう.

(しんじよう あんぜん元監理部長)

校舎は木造瓦葺きの平置で、一棟が二教室に

仕切られており、そのうちの一教室が図書室に

なっていた。

一人目学生が、 rおい、図書室があったよ」

と曹って、本をかかえて明るい畏顔で入ってき

た。伺人もの学生たちが右ころだらけの中庭を

つっ切って、図書室を目指して歩いた.嘗曹は、

米軍政府から醐与されたであろう「デモクラ γ

イ云々」とか、「民主々義云々」といったよう

な図書で埋っていたように配憶している。ほ〈

も、何冊か惜りたが、避にー頁も続むことはな

かった.ただ、図書室があるということだけで、

かすかな希望を持ったに過草なかった。質・量

ともに大学図書館としての機能は全〈拠たして

いなかった。

聞もな〈、そ町融車問曹館から木造瓦葺き平

屋建ての独立した建物に閲轡館は移転して開館

した。館内にはカウンターが段置されており、

閲覧室もあり、聞置テープルも三つほど置かれ

た。カウンターには酉舗全集がずらりと並べら
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れた.それは、戦後蛤めて聾する本格的な日本

文学金集であり、これが本当の図@だと感動L

たことを覚えている。私は授曹をき{まって、広

い閲覧テープルで、酋鶴全集に読みふけった図

洋書の書庫もできており、浮世は日本語の図

“ぴぶりお"編集の思い出

松島克正

1961年 5月、 “ぴぷりお"の揖1号ーが聖刊さ

れて、今年の9月尭行で記念1∞号になるとの

草野で、大変うれし〈感慨無量であります。

第 l号尭刊以来、今固まで帯りなく続続して

量行され、図書館町広報紙として、図書館と学

生、教官との相互のコミ斗ニケーションをよく

する目的を以て、 3量要な役割を果たしてきま L

た。 これからも晦年毎年充実して21世紀に向

かつて琉大図省館町提毘と共に尭行しつづける

ことと思います。

私は昭和52年4月、畳入管理部より事考闘査

保へ配置換えになり、それから4年間“ぴぷり

お"町編集の仕事をすることになりました。特

に大学図書館町詑融と近代化を深めるという建

旨で、融官から寄稿していただきました。忙し

い研究のあい聞に、出張中、新幹離で凪稿を書

き上げて提出していただいた融緩、私達!JI貝と

苦楽を共にして下さいました曲量町王稿帯、そ

の当時の印卑がありるりと記憶にのこっており

ます.

また、職員相互の切薩畢屠という事で、若い

VoI. 26 No. 3 SepL 19自

宅雪より多かったよ うに思う。ぽ〈は、シャー

ウッドーア Jダーソンのワイ ンズJぐーグーオハ

イオという短調轟をも裂しんだ.

(町はら としひろ:元閲覧帳長)

志喜屋la意図書館
8務室風景

職員である松車君、新揖さん、伊住君にも面白

い随筆、研惜や出張の槙捕を書いて貰いました。

各梧の時長も積極的に世軒全挫tllLました。山
田きんは膏料や利用面から随時執筆Lました。

新弁さんも閲覧統計量、書肝をたびたび提出L
ました。揮土史研究稼町新時さんも沖縄史の書

誌構等を掲織しました.その他いろいろ思い浮

かぼれますが、このように、館内臓貝の協力と、

教官寄稿者のご支援によって、“ぴぷりお"は

作底され、また事務長平且さんの指帯助言に

よって、私は作Jとか無疹に仕療を終え、同っと
した思いでありました。

思びぷりお"を緬集した書考欄査室も、今は

ありませんで名時り惜しい置がします.現在復

元した首里棋の竜樋のその上あたりに、昭和30

年12月10目、 5階建の志喜屋記意図望書館が、琉

球大学の r，し岨」として竣工し、県民押1)用者

から25年余も親Lまれました，その5階的洋書

室町入口に書考制査室がありました@眺めもす

ばらしく、山田さんとー緒にそこで仕事をLま
した.今治、ら考えると、なつかしい思い出とな

りました.

"びぷりお， 100号記念号に、思い出を轡か
せていただき恐縮していますが.最桂に、“び

ぷりお"1叩号記念の出版を担L、その葺展を

心からお祈り致します。

{まつしま ひろまさ 元閲覧悟長}
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退職後雑感

山田 勉

「今伺をしていますかu とよく聞かれるが、

とっさには書えにくい.また、調査ものなどで

職業欄も記入しにくい.無職というのはぐうた

らと同じ意味のような荒がするのである。しか

し就聾時代と殆ど置わらない忙Lきで、親戚の

冠婚葬僚はすべて出席しなければならないし、

週に l回z時間ずつ、 2ヶ所でアルパイ トをし
て、更に週に 4B <らいは農作業をしている。
就業時代町仕事とは直って、親戚廻りも楽しい

し.アルパイトをすれば自分が自由に世えるお

企が入る。農作業は地味でやっていることなの

で、義務ではないから結構楽しいものである。

本音では職曜は良章といいたい所だが、これを

生輩としている方々に悪いような置がする。た

かが年金生活者のくせにと曹われそうで、やは

り聴衆は rなしJである.

附属図曾館33年の思い出

新井裕士

月日がたつのは早いもので、勧奨退殺してか

ら早3年目になる。小生は、昭和33年4月1日の

就職だったのでお年間在職した事になる。昭和

33年といえばアメリカ軍統治下にあ旬、過酷な

毎日を強いられていたが、米軍用土地代一括払

いを姑め、通貨B円 (米軍岳行の軍票)町米関

通貨ドルへの空換、そして安保条約改定交捗

(沖縄を含めるかどうか)など沖縄社会は騒然

としていた.爾来沖縄県が融動の島続だったよ

うに、琉球大学附属図書館も例外ではなかった。

その主なものはまず本土復帰であり、復婦と同

時に小生は聾理岳亜の聴に就いた。米1Il統治'l:I

年聞の国立他大学との格差是正のため予尊が増

大、整理冊世だけをみてもそれまでの約4倍前

桂に増加、 4系貝の残業はもとより他係成員同銀
助をうけた事が思い出される。5年聞の整理晶

Vol. 26 陶 3 Sepι1鈎3

百姓のまねごとをして解った務だが、播種や

権付が適当な時期であれば且くできるのだが、

すこし時期がずれても収穫は、にわか百姓町技

帯では大義ない.むしろ最も土移な事は、適当

な品積を週ぶことである。おそらく専門家は、

沖縄では大抵の作物は年中作れるというであろ

う。しかし慢のようなにわか百姓には、殆どの

野草は枇蒔の方が作りやすい。病害虫が少ない

ように思われる。こ円軌蒔野菜の収穂積町容に

は凪類を蒔いたり、植えたりする.不思援なこ

とに輩華績があまりできない時期が凪類の季節

なのである。早春から相互の頃までに穴を梱っ

て、堆肥と掲轟をたっぷり入れ、土とよ〈混ぜ

て基肥とし、少し土をかぶせてその上に瓜類を

植え付ける。キA ウ'J、ヘチマ、ニガウリ、 ト
ウガン、カボチャなど、これだけの種類をそれ

ぞれ20本ぐらい植えれば3凹坪くらいの土地は.
その聾で夏は埋まってLまう。亙は緋さず、楽

をして収穫だけすれば且い.

(ゃまだっとむ元情報サーピス課長)

動務の桂、昭和田年 5月1日閲覧岳に配置換え

になったが折りからの文学帯転に伴い附属国暫

館も移転薫輔が待ちかまえていた。当時の蔵書

冊数は、約33万冊で富島理暇雑跡部長(当時)
と小生等が主幹になって虫駆帽にあたり、 56年9

月1自の新旭オ プンに向けて7月13日から難

者と図書館によって作業は拍められ、 8月8日

に終了した。移転娘坊は附属図書簡の大事業で

あり、館長以下全図書館職員の協力を得て行わ

れた事はいうまでもない。

一方、情報化社舎に則応すベ〈コンピ~­

ター研究書員会(香員豊富島車噴)のもと、開

架閲覧図書約7万冊的事島情報の入力、 1 Dラ

ベル貼付作聾(難者、図書館)が実施され、昭

和田年10月22日から閲覧軍曹ンステムが稼働し
た.稼蝿には当時の計算センター (現情報処理

セJ ター)講師鶴岡知昭氏と整理普膿貝だった

松原融夫、本蝿清次郎両氏に負うところ大で

あった。その後，j、生は書考閥壷揮を経て60年9

月、医学部分館へ祖代凶書館専門員として赴怪

しむ骨館には5年半在聴したカ喋輔の電草化

- 8 -
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やCD-ROM町拶もさることながら平成 2年11月

に医学節分曲の当帯で聞憧された第38回九州地

区医学図書館協議会総会のお手伝いが出来ず草

場昭分館長を始時、同悟長、職員にご負担をお

かけLた事である.
査車最中二度も体調をくずし、全国管館職員に

ご通串とご心配をおかけした事大量申しわけな

保健学部図書室のζろ

平 陽子

都覇市町与慢に県民願望の保健学部が新しい

学部として創設され、図密室を開いたのは、昭

和45年のことで、何もないところから苦労して
事1)りあげたのは、山田さん、渡盟主さん、本永

きんであり、その出来上がった図書室を引き継

いだのが部長町野聞きんと私で、昭和51年で

あった.

当時は保健学部の撞物内の教室を借りての図

書室開室であった。廊下をはさんで講義室があ

り、開館時剖は 9閣であったが、弘遣が出勤

すれ11学生還が入ってきて.構轟前町下調べや、

リポートのしあげをしていた.学生散は、 1
3、4年次で合わせて180名で保健婦・助産

問看範婦3つの国家試験を受ける学生が多〈

真剣に勉強していた。

勝義中でも、駆け込んできて辞典などを調べ

¥101. 26 No.:i Sfpl 1鈎3

〈思っております.

畳植になりましたが歴代的図書曲長、骨組長

を始め、上司 同僚のご指導と部下町ご協力を

持てなんとか公輔員生市を終える事が由来、大

変有酷うございました。

(あらい ひろたけ王国轡館専門員)

て、ぱっと出ていったか集団で時間中に図書

室で何か鯛べていて、出主をとっているよと友

遥制呼びにきて、ぞろぞろと枇宣に戻っていく

のを見て一人畏ったこともあった。畳の休み時

間には.ピアノを離かが弾いてコーラスが流れ

てきて思わず聞き回れたこともあった.

困ったのは洋雑誌の誌名で、初めて接する専

門用語が多い上に、晴名で先生方から電話で聞

い合わせが〈ることだったo rJAMAの00巷
O号は1Jとか rproNASのO月号は?J早口
で聞かれるので、「えヲジャマ?J rプロナ

ス?Jとりあえずカタカナで記録l-.韓桂お電
話で連結申し上げることにして虎口は一時進れ、

雑誌の暗記衰をトラノマキとして現物を捜しま

わったものだったa あの頃は緯誌の文献複写を

他大学町医学部図書館に依頼するのが大きな仕

事だった.

待望の医学部が聞役され、現在の医学部分髄

になるまでの散年聞を小さ者国曹霊で働いたこ

とは、憤かしい思い出になっている。

(たいら ょうこ 元医学部分館閲覧部長)

不在塙 ・志喜屋配意図書館
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琉球大学的属国管館報

沖縄関係資料収集の思い出

仲西盛秀

私が沖縄問梧資料の収集に掛わったのは，昭

和50年度から52年度.60年度から63年度にかけ
てであった。昭和49年度に整理係から害考調査
保に配置換にな句，その年は職後資料収集委貝

舎が収集した595，000枚の米国の沖縄統治資料
のうち，米・琉政府往祖文書5曲巷悼甘125，000
杜)の製本単閣に追われた。職後資料に同書名

がなかったので，当時の拳考爾査係長山田勉さ

んが統一書名をつけて，それを製本リストに仕

上げていった。

昭和50年度から沖縄問係資科の収集は「沖縄

研究資料複写計画表J により，年次計画で収集

することになった。この複写計画費は，当館に

ない貴科を他館町蔵書目録等によりリストアッ

プLたものである。しかし地館町蔵寄目録が
揃っていたわけではないので，リストは不備な

ものであった。また，図書館職貝には資料開査

目的の研修(出張)はなかったので(現在もそ

うであるが).沖縄関係資料に関心のある先生

方に所蔵情報の提供をお願いした。特に，当時

本学の助教授であった我部政男先生(現山梨学

院大学教授)には大変お世話になった。この年

の祖写枚数は拘150，000枚 (730巻)であった。
これらの資料の多くは車京に集中しており，革

者に複写と製本を依願した。所蔵機関は防衛庁

職史室，内問文庫，国立公文書館，国立回全国

瞥館，外輯省外交史料館等18機関および個人に

およんだ。資料の所在調査およひ甲車露，複写fd(

「琉球の風」の行く末

富里 感

物事の捉え方には、正否は別にLてその事町
会長じる意岡を自分なりに領ける瞬間があるよう

に思う。昨今の r琉聴の風J に思うことがあっ
.. 
~。
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頼の折衝の面倒は鞍部先生にお願いした。

昭和51年度には，外務省外吏記録文書94リー
ル等220リールのマイクロフィルムと402冊の艦
購き裡製をした。これは士部省配当の格差是正

費による収1主である。
昭和52年度には，文部省から沖縄問係文献資
料保存事業費の配分をうけた。鹿児島県立図書

館等12機聞から273リール.296冊を複製収蔵L
.. 
~。
この聞に眼前町資料の大方は収集されたと

思っている。その能町収集は，昭和57'ドに沖縄
研究資料調査収集小吾員会が設置され，文部省

から毎年配分される上記の保存事業費による大

型コレクン請ンの収集についてf 書貝の先生方

の協力をお願いした。昏員長円比事政夫先生お

よび委員の先生方のご協力に感謝したい。収集

された資料は，沖縄問悟貴科目録増加版第1集

および第2聾に収録されている。

ともあれ，私が沖縄開帳責斜の収集に関わっ

たころは我部先生のような図書館への強力な協

力者がおられて大変助かった。沖縄開部資料の

収集に関しては先生を肱きにLては語れないこ

とを明記しておきたい。なお。先生は班大を退

官されるとき267リールのマイクロフィルムを

図書館へ寄贈しておられる。

沖縄問梧資料の収集は現在も続いており.そ

の成果は増加目録第3聾として発行される予定

であるn さらに，既発行の3怖の目錦を加えて

データベースイt1...パソコンによる横需も可能
に在っている。活字印刷による目録岳行の世代

からすると隔世の感がある。

(なかにL もりひでム凶曾館専門員)

昨年、 8.年以降の沖縄開帳賢科のデ←タ作

成データペース更新を図書館全職貝一丸と

なって無事終了させ、本館と分館においてパソ

コンから検索できるようになった。現在は、引

続きデータ作成(目次毒事の内容は桂日追加入

力)と定期的なデータベースE新の体制を整え
ている最中で、 10月からは運用を開始する予定
である。

ここまで来るのに約4年経ったが、その問、
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コンピュータ処理を担当しながら、何度もある

不思議さを感じることがあった。スター ト町時

から、予め計画された曲〈、このシステムの構

畢を目指して次々と入、物、事が織りあいなが

ら準輔されてゆく感じであった.パソコンを世

える者と冊子体目輯との出会い、 OCRのデモ機
と町出会い、岡野町図書蹄職員との出会い、図

書館にパソコン町股置、 図書館事曹として教育

研究学内特別経費の獲得、等々、また、それを

支える地下水脈のような図書館職員の心宜荒と

協力、こ町うものーつでも矢けたらここまでは

来れないと、その折々に感じた。

ある時、なにかのきっかけで再びこの不思議

さを味わった時、ふと、これが図書館に届いた

「琉球の風Jなのかと妙に納得し、これが「琉

「琉球大学図書館」のこれから

前田正三

図書館報「びぷりおJ)00号記念号が刊行さ

れることを、心よりお祝い申し上げます。

。杜舎のマルチメディア化と闘世館
最近、大学の新設学部に00情報学部という
学部名が自につく。それらの学部は、これから

の高度情報化社会を目指したカリキュラムが工

夫されている。

このような現状から、今桂町図書館でも、利

用者のニーズとしてマルチメディア統合機器へ

の対応が予測される.

さ暑いに、琉大図は、大学的視聴覚責軒、肱道

大学のピデオ学習センター、学帽情報センター

など、利用者にとって各種の情報源治苛O用でき
るが、 21世紀に向けシステム化カ匂貧討されるこ
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曜の風Jならば、この凪が琉噌のこの図書館に

何をもたらそうとしているのか、次にこの図書

館からどんな凪を送り出してほしいのか、考え

込んでLまった。

先輩遣の冊子体作成が耽き始めとするならば、

今はどの辺りまで耽いているのか、この桂、そ

の風がどこまで吹〈のか昆になるが、今後とも

責科及びデータを充実させ、自大学の研究者だ

けでな〈、願わ〈ぱ県内外の大学及び公共図書

館、一般研究者までこのデータベースの利用と

いう恩恵に浴するまで岐いていて欲しいと思う。

100号配合号の晶刊を害ぶとともに、この沖

縄開保資料の出来事も喜びのーっとして心に留

めておきたい筑持治省する。

{みやさと すなお学術情報係)

とを期梓しております。

。'1.1ぷりおJの広報肱としての役割
現在、組雌体における企画の位置づけが重要

であることは周期のとおりであるが、特に、広

報活動の動向が問われている.目的にあった情

報の収集.骨軒、企画、編集などなどである。

利用者への思いやりが '1.1ぷりお」の伝統と
して、今も生かきれていて活動されていると思

いますが、県民への情報サーピス、公共図書館

とのネットワークにもデータ内容が生かされる

ことを願っています。と〈に、沖縄関岳資料D

Bの充実が必要と思います。予算と弾力が太聖

でしょうが。

今能町、琉球大学図書館が、車球全地におけ

る学帯情報センターとして器量することを願っ

ております。

(まえだ しょうぞう 元事務部長)

(大臣電気通信大学)



琉球大学附属悶酪館報

マクロビオティ ックとL、うこと

重松多喜造

生きものは食べるから生きていける。生きる

ことの根本原則である。地球上には植物と動物

とがあり、それらはお互いに生きることに協力

しあっているu 云い操れほ、植物は動物に、動

物は植物に、それぞれが怯存しあって生きてい

る。

人間以外の動物、特に自然界の動物は、何を

どれくらい宜べるかをわきまえているようであ

るが、人聞は自然界の担本的な基本原則から逸

脱した貴生活を多〈取り入れるようになり、精

神的、肉体的不健康をきたしているタ スが多

くなっている。マクロピオティックはこの問題

と取組んでいる「宜聾道」ということができる。

マクロピオティック、もとは石理左主

(1851-1909)や棋樺如ー (19回一1966)の「宜葺

論J にはじまる。人は誰でも健康でありたい、

帽をするにも健康でなければ面白くない、 また、

一応それなりの成果をあげ得たところで荊』とも

なれば人生無意味に終ることになる。世の中が

図書館報雑 感

松浦 正

図書館報の r1Fぷりお」が100号を迎えると

のこと、職員町方々の聾力に敬意を去します。

この100号を記企して一文を位頼されたこの機

会に館報なるものについて普段感じていたこと

を述べさせて頂くことにした。
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進むにつれて離しい摘が現われてきて、まきに

人聞と掃のシーソーゲームのようである。人間

は地球上で量も進化した動物である。地球を安

全に維持していくためには、地球上町人間すべ

てが憧雌で平和な生活を営むことカ子できるとい

う乙とが基本でなければならない。地球規模 ー

宇宙規模でのマクロ的苦視野で人聞の憧康問題

を追求Lょうとしている。因みに、大阪町正宜
悔告発行、 月刊器「コンパ21J1993年6月号に

よれば、マクロピオティックとは、日本に古く

から伝わる宜蔓生と東洋町樺い知恵「易Jの原

理を二本柱に、棋湾如ー氏が 『無草原理J とし

て確立、世界に広めた新しい生活法で、その担

底には 「玄米正宜J という自然に則した宜事法

がある。欧米はもちろん.日本でも、たくさん

の人が生活に取入れており、青岬代をリードす

る生活桂、貴家法として、マスコミ ー医学 教

育宜品聾持など各界から注目を措ひ'ている。

臥上、過去、憧か2年間ではあったが、沖縄

は身近かに玄米鼎当が手に入るよい時代を造ら

せていただいたことを思い出Lな治宝ら、そして

なによりも皆様万円ご健曜を色じながら拙文を

呈しました。

(しげまっ たきぞう 元事萌部長)

組織にとって活動を PRすること特に図書館

のようなサ←ピス機関にとって広報億円刊行は

究かせない手段である巴

大学図書館でも多くの所が図書館報を刊行L

ている。週にz度は固監で樫つかの大学図書館
の館輔が廻されてくる。できるだけ目を通すよ

うに心掛けているが中には最初のベージを見た

だけで終わってLまうこともある。こんな経験
も私だけではないと思う。それだけに当事者の

ー人として広報の離しさを感じる。
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庭球大学附."''''"411
飽緑町是旨は利用者に図轡勉をよ〈知っても

らうことに尽きる.しかし、一宮に剰用者と

冒っても教官から学生まで掛々な構成員全対象

にするためなお雌しい.

今回、国立大学園・掴協融会の自己評価基準

柚酎署員告がまとめた国立文学図・館における

自己点轍 評価についてーよりよき英雄に向け

ての撞冒ーの管理量官酎薗町部分で広報活動が

取りよげられ肝価町視点(例示)で記事内容の

時宜、広報メディア、配付先 方龍治噌Eされて
いるが、これらはほんの一部で内容の時宜臥上

に、雌に臨んでもらうか、続ませるのかが大切

な観点だと思う.例えば用問についても略語だ

けの場合カ句ド常に目立つ.確かに図書館職貝に

は当然の用隔も観者に判るのかと思われること

もしばしばである.例えば rOPACJrNACS[S 
ILLj等々である.樟々な階層的利用者を対車

100号に寄せて

及川三千男

大分怖のことになりますが、私が大学図書館

に動崩してから数年桂、"大学図書鮪円近代化"

なる宵Z憶が輯場での流行蹄であったような気が
します。これは、かの有名な岸本英夫博士が当

時町東京大学図書錦町大改革に瞭し提唱したこ

とに始まるものとされています。以後、図書館

員の専門性についての樟討会とか図書掴量蕃の

捜械化などが進むにつれて、毎日のように我々

は近代化とはなにかの値蹟を世わせたも町でL
た.それは職場で町研修会は勿結、他大学町図

書飽貝同志との集まりでもまさにホヲトなテー

マでありました.

ところで昨今町式学改革町進行にともなって、

大学図書館町自己点検 肝価カ唖lるところで話
題となり具体的な項目の殴定が患がれています.

しかし、これまで吾〈の大学で出されてきた各

種の図・館報が.図書曲サーピスを紹介したり、
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とする限り細かな気配"が散しいものである.

また、何処も彼畢もが貴重な紙面を割いて館

内人事拠勘を掲寵しているようであるが.果し

て，!1~匪な記事なのかどうか.広織に闘する自己

車検評価を雌1..<行ってみる岳聾があるよう

に思えてならない.

一方、同じ園轡薗に鍋わる者として他の図書

蹄町動きを知るうえでも互いに関心を持ってい

ることも事誕である.また、かつて動萌した図

書館円筒報は別の意味で隅々まで目を過さずに

おかないものである.琉球大学図書館も走園町

精華工事が強まったように聞いている.施位、

設備の充軍に解せ100号を機会に利用者のため

の館報を目指してさらに精通して国きたいと金

じてし‘る.

{まつうら ただ1..:元事萌部長)

{大阪大学附属図書館穆務部長)

図書館町利用者にカ"Jトな情報を揮官臨してき
たことを考えると、いわゆる点樟・肝価のため

のポイントは意外に身近なと ζろから曲められ

る気がします.周知のこととして、欧米町大学

図書錨にはライプラリアンズ リポートなるも

のがありますが、 ζれなどはまさに図笹館評価

そのもので、 当然ながら賀世ある立場町閲書館

長が自己町職務として毎年書かなければならな

いことになっているものです.この点、以前出

されていた琉理大学の閲書館年報はその酔細な

業唖報告がなされていることで、私にはとても

関心のあるものでした.

今回第】加号町記念出版を迎える..ぴぷ句お掃

には、常にその表紙に堂々たる威容を筒る図書

館正面の写真が載っていることがとても印象的

です.そして、その図寄飽が利用者のための

サーピス向上にますます車畠をかけている筆は、

正に“学びて厭わず"のそヲトーに合い通じる

ものがあるのでしょう.

(おいかわみちお:前移語部長)

($t世大学園.鮪部長}



琉球大学附属閲曾館特

八月エイサー

橋本健

8月になると沖縄のエイサーを思い出す。旧

盆町前から夕方、集落毎に若者遣の棉習する太

鼓が、連〈サトウキピ畑を通ってくる風に乗っ

て聞こえ、曜し言葉を言いながら広場や公民館

町広間で踊る葺が自に浮かぶ。士監の強弱の音

に足音商〈成いは低〈、体を飛躍させるヱイ

サーは、心をわくわくさせる。また、静かにす

り且で鐘をたたく踊りも心を穏やかにして見る

ものを安心させる。いずれも男女の若者たちが

織り成す聾しい織式を持っている。琉大町図空事

館は、育い空の下デイゴと南洋杉に闘まれ、明

るい茶色タイルのパヲンスの取れた建物であっ

た。内部は、幾つもの絵画と彫刻、タピストリ

で飾られ木製の机と椅子のやすらぎを感じさせ

る図書館である。しかL 十年を経ずして防弾
書架、轡廊はいっぱいになり、寄席と閲覧室町

構築が待たれていた。この度、関係者の理漏と

ご尽力によって増畢が実現することになったこ

とは、喜ばしいことである.これが竣工した聴

には一段と図書館機能が充実することを期待し

ている。今挫の学術情報メテ'イア町発展を踏ま

えて、学内の学術情報のセンターとして教官、

ウマンチュの大学図書館へ

阿部雅機

r"ぷりお」の100号刊行をお贋び申し上げ
ます。また、今年はいよいよ企願の増築工事が

実現するとうかがいました。平底元年から3年

阿お世話になった者として、沖縄を離れた今も

大置うれしく存じております。

さて、この度原稿の値車買を畳けましたが、紙

散が阻られていますので、誤解を恐れず印象深

かった事柄だけを刊事してみました。

琉球大学附属図書館カ叩l用者に置され、ます

VoL 26 110. 3 Sepも1993

学生に置れた情報提世サーピスをするだけでな

し県内の研究者や他の国立大学等に対しでも

情報提供仁応じられる図書館としてその役割は

ますます大き〈告ることが予想される。図昏館

にはそれに笹え樽る施設ができ、l1t員がいて、

何よりもそうした匝11>>'館を斑球大学全体がパッ

クアップしている。私は、昭和から平成に壷

わった昭和田年(1987)10月から平底2年(1990)

3月まで琉大図書館にお世話になった。思い出

はしヨろいろあるが、図書館責料のことでは、浦

添車「伊勢物部」を保存修理のため京都の字佐

美松鶴堂まで持害したことや沖縄風俗枯巻を見

て熊本大学の好意でカラ コピーをさせても

らったことが、印象に残っている。その雄、琉

大を離れてからも新任地町大学に琉大が所蔵し

ていない沖縄問保資料があるかが気になる。そ

れは、流大図書館が沖縄問部資料をできるだけ

網羅的に収集Lょうとしているからであ旬、回
世館の先盟諸氏が普力して作成した沖縄問県所

蔵目録を図書館の若い職員が機融可説のデータ

ベースにしてユーザーに広〈提供しているから

である。

最近、高校野球とともに沖縄音楽町活躍が目

覚しいのも、婚しいことである。私にとって沖

縄はまだまだ尽き由魅力をもっている。

(はしもと けんいち:元情報管理想長)

(京都大学附属図書館情報サーピス錬畏)

ます量展されますことを心からお祈りしており

ます。

(蹄いたことその1)

暑さが畏く続くこと。光の監しき、台風のす

ごさ。絡み合った樹木と珍しい動物。琉時揖腕、

空手道場の~l手。「石敢常」、拝所、棚雄、職、

風葬基。神道の源流を見るような自然崇拝。ヨ

コ型社会包子棋連の夜遊ひ'と空通事故。日本語

の原型を感じさせる雷葉。栄華と抑圧の歴史。

基地と犯罪。人々のあまりにもおおらかなこと。

(置いたことその 2)

ザウテルンパン虫の量生と書庫の楠幕。マイ

クロフィルムの劣化。熱心な沖縄研究資料の収

集事聾と電非化。市民への図書館開量。去共闘
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省鎚町出版事華。

(苦しかったこと)

駆け出しの管理職で、十分期待に応えられな

かったこと。 1年聞を長罫と 2人で過ごL、料

理、世t呂、数能等に苦労したこと。

(うれし持、ったこと)

25年揖りに音寺が書けたこと。相めてフルマラ

VoJ. 26 No. 3 S~pL 19田

ソンに挑戦し、完走できたこと。走る仲間と出

会ったこと。沖縄県大学図書館協機会や、首里

ノ〈トミントンクラブのメンノ守ーに仲良〈しても

らったこと.家族と共に沖縄で過ごし、そして

少しでも r沖縄J を知ることができたこと。

(あべ まさき:前情報サーピス課長)

(霊媛大学附属図曾館情報管理課長)

図書官官をささえた人たち

つの 思 い 出

吉城健

1963年、当時の附属図書館長仲宗根政欝先生

が怪期半ばで、布唾町東西文化センターの招き

で置布された。先生は閉架式から閲型式へと問

属図書館の近代化に大きな足跡を残された方で

ある。学長町要簡で仲宗担先生町館長残桂期

聞を私が桐引受けすることに在った。宮製が開

位された所為でもなかっただろうが、当時の利

用者、特に学生による図書の切按きに園管館の

閲覧帳は聞を痛めていた。その対策として、当

時の最新型檀写機(多骨エレファックスと呼ば

れていた)を購入して、複写サーピスを充実す

ることにした。この複写機の設置が図書の切抜

き防止にどれだけ役立ったかは記憶にないが、

思いがけないところで役に立った。それは、東

西文化センター所蔵の琉球関保貴科中、在布中

の仲宗祖先生が避ばれた貴重資料のぜロックス

による複写物と、班理大学附属図書館所蔵町琉

球関保貴軒町エレファッタスによる控写物の交

換がなされたことであった。その交換によって、

琉涼大学附属図響館の琉琢関昔、資料は質、量共

に充実した。

沖縄町本土祖帰前、即ち琉球政府立大学的頃

は、琉球昨府からの図書購入賓が少なし図書

盤情は韮々として進まない状態にあった。 1965

年、時四佐藤総理が調来県の際、琉球大学に医

学部を殴世したい旨の尭冒を機に、文部省は琉

車大学町聾備に間心を示すようにな句 図書購

入費として、多分十万弗の予尊を計上してくれ

た。当時は米民政府の統治下にあったため、図

書勝入手続きの事帯が煩雑で、米民政府と日本

政府宛に拠出する購入問寄りス ト作りにも図書

館職員は苦労したようである。 其の頃、購入図

書の打合ぜのため文部省図書館課を肪れたとき、

購入希望図書リス トに細かい注士をつけた課長

袖住を制して、図舎の購入に就いては余計な注

文をつけずに、琉大側にー怪しなさいと云うて

くれた課長町一百を有難〈思った思い幽がある。

{みぺ，;gけん革4代図書館長)
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較差是正費など

特浦正蝿

私は1910年に流大慌恒学部の第l障として赴

怪L、15年間の勤務を軒え、 1985年に定年退職
した。園署警館畳を拝命したのは.1973-75年の

2年間であり、本土橿燭 (1972年5月)後、聞

もない頃であった。

胴差是正貴皆織は「較差是正費J をこ存じ

だろうか。琉大は祖師時に国立大学の神間入り

をした.しかし、問規模の国立大学に比べて、

施震、設備.図書帯がかなり劣っていた。なる

べく早く追いつ〈ために、文部省は較差是正費

を予算に上積みした.学部には5年闘だが、園

舎館には7年間だったと記憶する。
図書館軍宮署員会復帰前桂の図書館町運営

は必ずしもスムーズではなかった.真栄揖朝潤

局長に励まされ、私は図轡館の運営を軌道に乗

せるべく、最大匝の普力を払ったつもりである。

私が最初に手をつけたことは、今まで有名揖

「ぴぷりおJ 100号によせて

世江朝章

図書館報 rぴぷりおJが10C号記念号を発行

する湛ぴとなったという。まことにたのもL<、
祝意を費したい。

「びぷりおJ は小冊子ながら新鮮な誌面で

折々の図書館情報や、多彩な論稿など、図書館

とユーザーを桔ぷ情報誌として堅実な活躍をつ

づけてきた.昭和42'1'の尭刊といえば橿に四半

世紀を超える活闘である.

首里キ守ンパス時代に図寄館長を拝命して

アッというまの畳間ながら、ユーザーにサービ

スする立場町図書館町世命について、いろいろ

勉強きせていただいた干."t!fSl;った.当時ょ
うやく図谷館業放が「電脳化」される時代

を迎え、平且事務長が部下職員を叱略敵励して

16 
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主であった r図書館連世聾員会」を毎月、定期

的に開憧することであった。まず、運営昏貝舎

が被差是正費を公正に審識し、各学部への配分

を自民めた.ついで、平良恵仁事務長町協力を得

て、審議怯定ど必り執行した.まさに、当た旬

まえのことをしただけである.

人間関係最近でこそ、医学部から学生部長

や図書館長が選ばれているが、復帰前桂にはそ

んな状況ではなかったように思う.しかし、何

の凪の吹きまわしか、私に図書館長のお鉢が

潤ってきた。当時の金揖芳三学長の考えがあっ

たのかもしれない。

図書野館長に世命されたのを製機に、私は保瞳

学部の枠に止まることな〈、琉大全体に広〈人

間関悟を築くことができた。人聞はl人では生

きていけない。広い人間関帳こそ、人生におけ

る r宝」である.
こ町意味に..いて、私は図啓館を手始めとし

て、図書館から人間関需という大きな恩恵を今

もなお受けている。揮〈瞳酎の置を査したい。

{すぎうら まきてる 第8代図禽館長)

賢軒町コンピューターーインプットを患がせて

いた頃である。

図書舘の使命はユーザーの多捕な聾求に応え

て、て?きるだけ多くの責特を揃え、敏速にユー

ザーの手併に供用するということにつきるので

あろうが、情報化社告の尭昆は国内外町図書館

聞のサーピス ネットワークの形成を可能にし、

rllftimJ時代町到来はユ E ザーと図書館との

サーピス匝陸をかぎりな〈短縮することであろ

う。

しかし、図書館サーピスがいかに「情報化J

きれ、 r電脳化Jされた時代音迎えても、ユー

ザーの方でそ町恩恵に世することに無関心であ

れば宝のもちぐきれである.とくに大学園'館

では、学生諸君を学楕鐸検の宝庫ともいうべき

図書館に常時足を運ばせる努力が図書館サ ピ

スのー環と して聾附される。

学生にとって魅力ある図書館、心安まる図書

館、学習意欲をたかめる図書館でなければ、



成~大学附a国@館鰍

キセンパスの「心盟」としての機能を克分に量

揮することはできないわけである.その意味で

わが「びぷりお」の役割は大き〈、その括躍に

附属図書館と私

幸地成宣告

1979年10月から81年9月までの2ヶ年問、私

は附属国曹館長町聴にあった。当時町附属図書

館事務長は図曾館襲務に造緒の深い平良恵仁氏

であった。

辞令空付のあった自のことだったと思うが、

事務長は館長室で秘にお茶をすすめながらおも

むろに切り出した.

「館長、覚悟して下さい.先生の在任中に図書

館は2つの大きな仕事をやることになっており

ます。先生に迷惑をかけることはいたLません。
面圃な細かい仕事は全部白骨量で責任をもって

やります.先生は館長としての世悟と決意をL
て下きればそれで十分ですり

学長から就任についての打首があった時、深

〈考えず、気軽に承諾の返事をしたことが悔や

まれたが、も う植の祭りであった.

こうして訟は、産任中に国立大学園曾館協議

Vω26 No.3 S句ι1993

期待するところ大でめる.

(いえ ともあき 第9代図書館長}

会総合町沖縄での開価と図書館町首里キ令 Jパ

スから千原キャンパスへの帯転という大きな仕

事を抱え込むことになった。しかし、"案ずる

より産むが易い"という雷曜もあるように、事

務長音中bとした当時の悶書館聴買の一致団結
した献身的な協力に宣えられて無事この大住を

果たすことができた。改めてこれらの方々に厚

〈お礼を申し上げる次第である。

図曹館協説会総合は81年6月町23日と剖自の2

日間にわたって都ホテルで闘曲されたが、全国

から二百名余りの書加問昔があり、盛告であった。

朝日は「慰亜の日J とかち合っていたので、正

午には嘗加者全員で職昌者に対L黙祷を揖げた.
図書館町移転は81年の7月と8且の置休みを利用

Lて行ったa 直体み中は休館と し、9月から開
館した。移転時町図瞥館の蔵書監は勅33万冊で

あったが、最近の図書館括行の 'U'ぷりお」に

よれば、その蔵書監はすでに70万冊を趨えてい

るという。図曹錦町蔵書数町地加はその挫の大

学の量展を物語るものであり喜びに堪えないe

{こうちせいけん第11代図書館畏)
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植樹の国際化

木崎甲子郎

先日久しぶ"にループ道路から図書掴へ町プ

ロムナードを歩いてみた。ガジ A マルの枝葉が

生い茂って、木の間暗に聞書館町墜が見え隠れ

するほど曙い締だった。あの頃はJレープ道路か

ら図書館の建物がすっからかんに見えたことを

思い出した。

その頃、岡杏館もできたはかりで、まわりに

どんな木を担えようかと、よりより話し合って

いたものだ。ぼくはやはり花の鴨〈木がいい。

とすれ1;(‘ト アタリキワタなどカTふさわしい。

しかも、 ー本だけではだめで、監本以上まとめ

て植えれば花町季節には事敵だろうな、 ι曹、っ
ていた。ホウオウポクという手もあったが、こ

れは理学部と敵聾都町問の並木道にしたらいい

と考えた。

とにかく、トック リキワタを回世館のまわり

の適当なところに構えたいと、本部の緑化聾貝

告に申し入れた.しかし、答えは rノー心理

由は「地元町土携の木を植えるべきで、外来種

はダメJ・
たしかに、ガジュマルもオオパギもテルハボ

Vo1. 26 Ho. 3 Sepι l'引"

クも悪くはない。しかし、大木になったガジ A

マルなどの漫録円輩の聞にト ックリキワタのピ

ンクの花町苦手れは想像するだけでも鮮やかだ.

だが、あの頃の輯化吾員会は rナンョナリズ

ムJ の傾向が強かったようだ.宜、在来種は植

付きがよい. 舛来種は凪にl~い、ということも

あっただろうが、キャンパス全体が轟になれば、

それも解決するだろうと君、われたのだがe

考えてみれば、在来極といわれるものでも外

からやってきて年月を経て適応して畠たものが

多い.新しい外来極を加えることによって、轟

も豊かになるだろうし、費しい花木の少ない沖

縄町、とくに大学のキャンパスのような脱られ

た安閑では、在来種と外来祖の担捕林をつ〈る

という実験計できる。そこになにか今までにな

い新しい景観が生まれるかもしれない。

流大のような広いキャンパスは轟林植物園と

するにふさわしいと思われるのだが、それ陪と

もか〈として、熱帯浪緑のなかにデイゴの綜、

トックリキワタのピンク司ホウオウポクの赤買

などの花酵をこきまぜた国際色豊かな森のなか

に宇都町建物が埋まフている景観は想{霊力をか

きたてるものがある.

大学とlまそうしたものであろうに。

(きざき こうしろう:lI¥l2代図書館長)

現附属図書館蛾工
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国連寄託図書館誘致の秘話

幅名波 i$! 喜

来るH月には全国園量寄託図書館会織が本学

で開憧されるという.かねてより寄託図書画誘

致の秘話を明らかにして〈れるようにとの声が

聞かれたので、この機金にその段置に功労の

あった方々について若干ふれておきたい.

私が図書館長として国連本部を訪問したのは

1985年7月24日のことである。毎年託闘停館の般

置に関する正常なルートは、学長から外務省国

連局世を過して国連本部と交渉するのが建前と

なっているのであるから、私がとった行動は尋

常ではなかったといえる.

にもがJらず、あえてそのような置接行動に出

たのは、圏内ではいかに吏捗しても不可能だと

わかったからである.由連の寄託図書館の原則

としてー園5館以内ということだが、日本では
すでにそれを上回っているのが俵大町理由であ

る.そこで、棋は東京在国連広報セノター長

デイピッド ーエックスレー氏に合うことにした。

彼も.彼の女性担当官也、寄託図書錦町殴置は

不可能だときっぱりといった.そうなら、国連

本部に直接交渉してもよいか、ときいたところ、

それはよかろうということになった.

私は央霊感に軍基われ、センターを出ょうとす

ると、一女性が似をひきとめた.彼女は、「先

生は琉雄大学円融授でLょう。絶対にくじけず

にプッシムしてください.事現するまでu と

いって税を世励してくださった。それがま木邦

夫現医学部長の蹄さん坊下隆千事輔官であった。

私は史望感と期待感の錯綜する気分でセンタ

を後にした.

拳いに恩師岸本本秀先生が1曲寓円を旅費・

滞荏曹として寄附して〈ださったので、さっそ

くニaーヨークに飛u立った.そちらでは、仲
地敵失函連本部広報標畏がすべてのアポイント

メントをとって〈れた.その中でも量も重要な

ポストにあるのが、アイ ')ーン ーコロヲトネフ

というハマシ gルド国連図書館外交官であった.

後責に金えたのは、7月24日(氷〉午前日時却分
であった.私1;1股置要筒文を彼女に提出し、そ

19 
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れに通告づいて股置の必要性を畏時間にわたって

説明した.すると沖縄や琉球大学に理解を示す

ようになり、舘置に必要な条件に間t...次から

次へと質問を聾した.ついに、植女は国際性豊

かな沖縄と琉球大学が今までどうして股置阜商

をせずに障っていたのか、と避に附われる拍末

であった.国連創股40周年配企年でもあり.設

立に協力したいので、明日までに幽亜日本政府

代聖郁から股置承也文書をもらって〈るように、

とつけ加えられた.

私はその自の午接、ただちに開国瑞夫特命大

値にお金いすることができた.鳳回大檀は本学

元附属荊院長小!Aー峰敏揮の旧友である。小張

先生からの紹介状をさしあげたところ、大軍事

I!れ、車を暖かく迎えてくれた.大世は、「琉

球大学のことは考えてあげる町で、心配はしな

いように。外覇者にはさっそく電話連措をとっ

て必〈りと親切におっしゃった。その亜日.

大盤は私のために晩餐舎を憧して〈ださった。

このように回連での吏渉は易住外スムーズに進

んだが.二つの困瞳な問題が摘たわっていた園

第一にコロットネフ担当官町通官期日が迫って

いること.車二に国連障会開憧甫に寄託図書館

町設置審磁をしておかねばならないことなどで

あった.量患を要する問題である.

訟は、帰国するや、8月白日{壷}午植2時四

分、外務省を勧問、国連局長山田中正氏に会う

ことになった.山田局畏は、周囲大世からも電

憶があり、また、稲悌一郎先生からもよろし〈

という喧鱈があった、と倍された.実は、稲嶺

先生は私と共に山困層世を紡問することになっ

ていたが、台風のためよ京できなかったのであ

る.山田局長は、車が作成した剛時文書をコ

ロγトネフ担当官にすぐに電送するよう秘書に

命じた.外務省でもこの揖車修思に敏速に対応

してくださったのである.

結局、本学に寄託図書館が位置包可されたの

は、1986年4月7自のことであった.通常の手続

きを経れば、車京大学の倒町ように3年はかか

るけれども、国連本部と吏静を開始且来、たっ

た8ヶ月で股置に成功したのである.起スピー
ドというべきであろう.しかも日本における量

桂町寄託園密館になるであろう、というのであ

る.当初、段置不可能といわれながら.それを
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可能にしたのは函連そして外務省回避局関保者

とその周辺町方々の探い理解と憶力に負うとこ

ろきわめて3になるものがあったからである.こ

れらのλ々 の労苦をしのび、寄託図書館を固畢

館長を家庭教師にした男

比事長徳

館長(tg同年11月ーgZ年10月)を仰せっかつ

て、新たに40名ほど町館員左近づきになれま L

た.山県大図協、九州地区図書館協麗岳、全国の

国大国臨まで舷げますと、かなりの数町人々と

姐り合号機会がありました.一度にこれだけ知

り合いの輸が広がるということは、そうざらに

あるものではありません旬特に異動円少ない教

官サイドでは、ぞう歯止ると思います。そうい

う意味も含め、怪期中の二年間は私にとって大

聖貴重な経験となりました.お付き合い願った

館買の‘個性的な人々の頗が居い出されます.

倒えIf、総務幡町U誼です.彼とは誕生日が

同じという脅しき躍もあり、内心、不肖の息子

町ような感を抱いていました園ワープロを前に

総都内仕事をしている時より、マイクの前で宴

会の司会などをしている時のほうが、はるかIこ

聞いた目付きになる賑々かな引き立て役でした。

そのU誼が最近.体調音崩1-.ひと頃の快活き

(騒々し~ ?)を失〈しているというのが気に
な句ます.

こういうことがありました.ある時、終察時

を少々過ぎたころ、彼が大きな〈りくり目玉を

Vol. 26 No. 3 s除外羽田

理解・空置のため大いに活用されんことを希望

するものである.

{せなはえいき 第13代閤嘗館長)

現附属国曹館
閲覧室温畳

伏目がちにして、不組合いなほどしおらしげに

館長室に人ってきま Lた.用件を聞〈と、 最
ページにJlぷ英文を見せて、「蹄長先生は英文

科でLょう? この大宜を釈して下幸い」と言
う.釈し軒わって、 rこれ樟請の仕$とどうい
う関係があるのJ と聞きますと、 rいえ、その、

実はーーうちの姪っ子に頼まれたんです.学校

町宿題だそうですJ と、日頃町膏っ頓証な声と

は追い、捕え入りそうな声で宵いました。恐ら

〈常々、姪たもの前で叔父の禍威を示L.知融
情報の廠宜・大学関書館勘輔の“見融"を自慢

していたのでしょう.英関なんか、へっちゃら

だ、と戚掛ってみせたのかも知れません.ぞれ

cゃーという駅で、英断的柑組を頼まれたので
しょう.

彼は顕をかきか晶、r有り雌うございました』

と首って.マイルドセブンを3*置いて館長室
を出て行きました.1曲近い聞大図園加盟舘の

館員で、蝿草3'ドで館長を車庭教師にした蝿は、

植にも先にもわがU君以外にいるとは盟、えませ

ん.1竜太閲嘗館の、のどかなある午挫のことで
した.

U君、早〈元町完担を取り戻し、tU軸に再u'

畏いの渦を唾き起こして下さい.

(rびぷりおJ 1加号記企町視軍に代えて}

(ひがちaうと 〈 第17，代国俗館長)

~ 20ー
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次な る発展をめざして

館報が1曲号を迎えるにあたって、附属図書

館が当面する新たな方向をみておきたい.

これまで待望してきた図書館増築工事は、平

成6年z月末竣工予定で順聞に進められている。
新建物にともなう引飽と再配置では、昭和56年
開館当時の開架スベiースを確保することを基本

として、 E量揖理念を元通りに生かすことによっ
て増器部骨と合せて、性適な学習環境を用意す

ることである。ここで展開される図書館サービ

スは、 10万冊をこえる閲鼎図容をはじめとした
番考図書、学術雑誌、国際関悟資料などの事"1用、
聾務畦揮化の成果によるQPAC(オンライン利

用者目録)町公開、学帯情報センターを中心と

した情報検章、ILL(聞書館間相互協力)サ
ピスの提倹、 CD-ROM、ピデオテープなど

ニューメディアへの対応をふくめて、事1I用しや

すい、要望に応えられる図書館をめざしていく

ことである.また、増聾tまはほほ10数年間にわ
たる噌加冊散は収容できる見通しであり.今度

の図書館再スタート は本学町大学改革とも重

なって、次代への尭農をめざした第一歩をしる

すことヵe期待されている(別表審問)。

(別衰)附属図待鮪における進展状況

金子畳

次に、附圏図書館で所蔵している沖縄関係貴

料は、昭和25隼町図書館開館当初から蝿土資料
の収集に特に努めてきた聾揖をもとに、現在は

網掴的な収集をはかつている。 1992~手 3 月まで
で図書41.105冊、雑能2.000種、マイクロフィ
ルム5.123リールを教え、そのすべてがパソコ
ンで験索できるようになっている。一方、冊子

体目録もすでに3分冊を刊行し、 4分冊目を刊
行準備中で、この目録に共通している点は、皿

録貴料についてその内容細目を明示し、書誌的

内容は利用者に容晶に理解できるようにしたこ

とである.この方針はデータベース作成にあ

たっても貫かれて、検膏輯畢に直畢反映されて

いる，植費用パソコン1:，本館および医学部舟
館において利用できる.

今世も沖縄開梧貴軒町維持量展をはかつて

い〈として、利用については学内をはじめと L
て、できれば学ゆれこ討してもその活用をさらに

広めていくことである.

{かねこ ゆたか事暗部長)

lJ{ 目 昭和56(1981)年度当時 平成4(1992)年度
関 事 館 総 面 積 (nf) 新世 5.440 増揖佳 8.450予定
図 書 収 容 柵 散 (冊} 430.000 増車t量 850.000予定
蔵 書 冊 監 (冊} 410.037 741，403 
年 間 増 加 冊 散 (冊〉 30.658 担.273
雑 詑 畳 入 量 (種) 2.828 3.549 
学 生 数 (人) 5.540 7.852 
教 職 民 数 (人) 1，405 1.813 
図 書 館 .民 貝 量 (人) 32 29 
国 書 錨 貴 軒 費(千円) 142.国5 231.426 

注)図書館施般としては、この他に医学部升館(総面積1.404nf、昭和四年5月間錯)がある.
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沖縄関係資料新着案内
1993年S}J-1凹唱年711

。銅器 配

B 世8匹敵"マイクロフィルムコレク シOI ;"-]j直球

大学附属国世鏑寄贈師フィルム目輯/南西マ

イクロ..1咽2.12 0町.9-GA

2.英機名安奥傘集 鯵】巻/真績名安興事

流球講情報社.1993.2 曲】MA

3 歴代宝業{斑妻家内外宜主動)について/小策

関惨警 [日本学士院:l .1992.10 093.2-KO 

4. Ilf伐宜業の文書構底及び文書収脅経路の研究

/上凪惨甘著[東風平町]上軍方子.

}992.8 093.2-UE 

2媛直 史

l.li球歴史掌事長 平宜入/新総徳祐輔著第5
匝 1993.1 2田 3-5H

Z 法成王朝史/新且金祖署朝主役，1回3.1
201-AR 

3 沖縄問時代史/斬帽盛疎著臥鳳牡， 1田3.3

国l-AR
.. .庭球沖縄量感史/開谷直警訴人物在来社

19四2 却トKU

5王童疎王朝の光とJl/緒博隆司著 光風社出匝

i田3.2 201-(Xj 

6 高等学校斑球史/新拙俊昭署新総俊昭l

1992.6 201-sn 

7 琉球王国/尚昆倉膏薯 岩世書庖。 1993.1
20l-TA 

8 団組琉凍王国/両省嵐倉吉，困名真之沼 河幽

世田新社，1993.2 201・TA

9 中拍海ti!/中繊村史掴集聖書貝金額 中犠材担
治。l咽9【 1993 227-NA 

10.米朝字酷/米劃字誌編集聾貝会圃 [糸積]
米掴公民館 1田2.12 232-KQ 

II 沖大東・ (ラサ烏}の領土の確定と1/111;揮!I!

/平岡町制審 [長崎県立大学J， 19四 3
239-HI 

12 先~町 r助活て」考/崎陶敏暢著車球主化

歴史研究所，1四2.12 240-SA 

13 忘勿石忘抑石Z錦遁立事案配念酷/忘勿石

湖底告掴忘勿石之碑撞立事聾期属会
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1田2.11 2.却 WA

14 与世山続方Aa山白銀侠般/石極市ltlli・5市
史編集車掴石垣市在所.1992.3 2SHS 

15 宮川観方入量山勘荷村告苓暢/石垣市健務部

市史編集車舗石垣市役所.1992.3 251-15 

16 沖縄の漏伊波警献とその時刊/鹿野政直著

岩波llF眉 1993.3 289-IH 

17 心の時代を生きる息子に醐るうCの青春日配/
高lit替包帯 ビジネス杜 1993.3 289-TA 
18 ハワイ荏住六十年の田町聴が随修と各界の

如織揖/山減盛傘著 (Honolulul山被盛孝

19田 4 国9-YA

19 施"・ 小草原町地障と地図悔の島々の風土

とくらし 国立公主物館内閣文康所蔵資料展

園立公文.掴，(1田町 四一RY
20.沖縄地理学会10周年配念龍神崎地理学会叩

周年配企・察当能行書員会.1993.2 2拍 6-QK

21 訟の膏宜エアーニヲポン後間龍エアー

ニヲポン.日92.S ~犯 9-WA

E ザ蕊車沖縄杷符三指令士.1阻3.1
2冊 9-ZA

問。ぜったい行きたい∞"沖縄徳間ff広.
1992.5 2.叩 9-ZE

3類社会科学

1 環太平洋臨光幽の研究/石川政完 世久川

政ー。 利息有政綱曹沖縄問先週報社 9

19ゆ2.3 302-15 

2 公文掴衆目揖鯵8/国立公文曾館 [舗]
国立公文@館 l開5- 310.9-KO 

3 沖縄事情/牧灘坦ニ制審壇伝舎， 1田2.10

-1993.1 312.OS-0K 

4 沖縄県館会史 2/沖縄県後会・通告局編 沖

縄県際会。 1990.3- 318.4-052 

5 沖縄聾ー平利へ町メヲセージ/[11¥覇市中央

公民館儒] 榔覇市中央公民鎗.1岨2.3
319.8-GK 

6 明治前期における町諺制度改革の曇礎的窃究

/菊山正明研究代後。 1989.11 327.1-KI 

7 わが国ローカル金量桂官省町意後檎量その



旋潔火当幹附属幽..鎚線

地地問Jt敏研究/ム問屋剛研究代表.I四1.3

336-UE 

8.県内中小企業の'1集合』実態調査 沖縄県産
業損興公!t.中小企実情報セ J タ- I開3.3

338.7-0K 

9 沖縄の国民年金のあゆみ祖帰国周年配念/

沖縄の由民年金のあゆみ編集会貝金網沖縄

県生活信徒部国民年金調。1992.11 部4-.3-QK

10 命恒生活とリゾート欄岳岩手沖縄的事倒

間去を中心に/余晦問皿研究Ji![掴] 園西

大学軽情・政治碕究所.1992.3 365.7-YO 

H町おきなわ叩年のあゆみ婦人。勘労青少年行

政/沖縄酬人少年車紛沖縄師人少年室

1992.11 3珂.35-0K

12.録鮮明県環骨20年のあゆみ/沖縄県功労結

属国周年記章:臨編集署員会幅 沖縄県'隊員労

働総合 1992.10 366.6-0K 

13.わがままの哲学わたし咽ことはわたしが決

めるf若尾典子* ~非樋笹揮 ]992.12 

367.2-WA 

14.沖縄町高齢者をめぐる肱代聞係/新語都代子

日まか] 者 多貿也蛙 1993.2 367.3-NI 

15 沖縄における仕会的・敏宵的適応行動に聞す

る蘭究/Jlm:平之研究代表康雄大学敏育的
道忠行動研究会。凶91.8 371.3-AG 

16.沖縄県学桂給食会却年のあゆみ胴立記念苗

沖縄県学校措食会 1992.12 374回一OK

17 綜竹=ー斎縦書憾に学んで/安且盛 ~曹ー

ヨ匹僻目。 1992.7 375-A$ 

18 オキナワ平和をつ〈る/創価学会婦人平和香

員会綱 ジ品ニア臨鰐三文明社， 1993.3 

375.3-50 

19.車校数学における誕の理飾に闘する晴究/金

減松M研究代表。1時0.5 375.4-KI 

却編底小学校創立百周年記念酷/本鶴町立蘭医

小学校創立百周年記念高値集期成会配企舘掴

集鶴綱本田町立湖底小学担創立百周年記官

..  期成金.1992.3 376.2-~iO 

21.本田町立水納小中学校分叙働側l肱五十周年一

銀立三十周隼記念能/水納小中学韓創位五

十周年晶立三十周牟配念事象期成会記念誌編

集部縄本部町立水制小中学俊郵IJ3.五十周

年岨立三十周牢記念事l1:JIIJ成会.1992.12 

376.2-MO 

V~ 26 紘九 3""も""
担 白槍沖縄市立1&，農IJ-..!学役割立百周寧記悲稔

/鑑象小学担百周年記念誌編集偲[・1沖縄
市立J!I泉小学後.fl開IJ 316.2-0K 

回.沖縄県備等学校長協会40周年記念臨/伸縄県

高峰学校長国会軸成.40周年記念箆細集署員会

姐 沖蝿県高等学担長協会.1992.10 

376..-0K 

剖白金園高等学後鎗合文化勝 沖縄復帰却周年

記企筋lG幽全国高等学校揖合文化鈴沖縄県
実行書民会 1993.2 376.4-ZE 

E 緩急最大学入学記念アルバム 琉球大学生活共

同組合.1992.10 377.2-RY 

26 ダウン由児に岬するオノマトベを利用した補

助冒!~の間揖/神間~郎研究代霊長 1992.3 

378.S-KA 

27 環中間梅の民俗と文化 1 眠風社.1993.1 

382-岡

田.<1'園江南町民俗文化日中轟緋文化の比敏/

桶図アジオ圃 [佐倉l価図7ジオ。】田2.3
3制 -FU

29縛々 の古幡 ll/JtJ!厳銀事ユヲイ仕。

l目3.3 38S-KA. 

30. 畿飾町ウ yヤキプー ミ 子~ーウガーミ 名

聾縛駒劃.19回 3 四S-NA

31.アジア町伝統芸能/本図量次響曲正社。

回目 11 耳5.7-HO

32.沖縄の民俗霊能開，Iluur立中央公民館 I
1991.3 担S.7-0K

33. lI!河大観奄美の畿匝伝凱 (鹿児島県)'t

検村復興育英財凶。1992.11 3田 SA

34. i<l'刷の世間画大滅初予と大韓班子の悟り/

大拙初予.*拍車子[也〕 新総真!!lal" 
弓社。 1993.1 388-SH 

35 山死して園鍛え山花なぱ村総ぷ命身にかき

て米軍機曹酢ちならん.むらl:守る串柏村民

の闘い/[特鈴繍隊銅牌繕趨世及。漢弾射撃

慣習民対唐訓村実行要員会届]特殊鋤隊割韓

栂園町且u'業側射!l!i漬官bilj恩納付実行聾貝
会.19如.8 四3.9-YA

H耳自 然 科学
1 サンゴ礁に必ける石灰Jt速度1:=際化決策置

庄のそニタリング/大轟慌研究代表， 1993.3 

4国.13苧OM
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2 沖縄県の気候表/沖縄虹象台輩務理問査係

部周沖縄気象台， 1992.3 451.9-0K 

3. ttt球弧海構剖面のピストン コアの省海洋学
的研究/氏家宏明究代表， 1992.3 452.15世1

4. 1配球列烏における完新世地核変動の地域区分
および完新世地桂変動集中時期の推定/河名

俊明研究代表。 1992.4 455 .4 ~KA 

5 毒蛇の来た過大埠模海水増聖動説/星野通

平箸東海大学出版会。1992.11 456.8-HO 

6 爾西諸島に必ける妻子生生物の祖の保存に不可

欠な条件仁田する研究報告審/現境庁自県保

護局[緬] 車境庁白熱保臨局.1991.3 

462-NA 

7.ポケットにいっぱい身近な自僻/大浜貞子

著沖蝿時穆出版.1992日 岨2-0H

8 熱帯亜熱情性資源植物の収集・保存に聞す

る研究/新本光孝研究代表 1990.7 

471.9-AR 

9 シロアリタケに闘する研究/金措一彦研究代

表 1992.3 474.8-KI 

10 沖縄八重山群島町石西礁における現生貝形

1誕の生態学的分割学的研究/田吹亮ー研究

代表。 1992.4 483.36-TA 

11 ハナヤサイサンゴ失権生物群集の構造と成立

過程の解締/土毘揖研究代表， 1992.3 

483.36守S

12 リェウキ品ウアユの遺伝音源学的研究/蹄喜

田茂充研究代表 19凹 12 487. 7-$H 

13. $Lrongyloides venezuelensisを聞いた葉線虫

感染防嗣免疫の研究/佐藤良也研究代表。

1991.3 493.16-$A 

14. Dysoxiaによる脳陣害と活性酷繋/湯佐酢子

研究代表 i9田 9 493.73-YU 

15 患者が持っている医の本置を見つめて/馬

場省二着朝日新聞社 ]992.12 498白 BA

16 盟主の轡きその日 ・その時折々の断曙/

山峻永盛著沖縄県厚生事業協会， 1992.6 

498.04-YA 

17 沖縄発爽やか長寿司船酷/松崎俊久縮著学

苑杜， 1993.1 498.38-MA 

，.沖縄における住民町食行動と成人病tの闇わ
りに闘する研究/宮措節子研究代表， 1990 

12 498.53“MI 

Vol. 26 No. 3 StpL 19ゆ'3

5頬桔 術

1 地すべり対策と三次見書の危険防止に必援な

暁儒強度に閉する研究/宜保清一研究代表 9

1991.3 511.34-GI 

2 南青E国道20年のあゆみみち・人ふれあい
/沖縄開発月沖縄総合事務局南部国道

事務所編 沖縄問量庁沖縄総合事務局南部国

道事務所r，1993.3 514-0K 

3 アジア型まちづくりの仕組みと継承に閲する

閤陪比較研究/地図孝之研究代表 1990.3 

518.8-IK 

4 量る首里織/沖縄銀行絹 沖縄銀行， [1992] 

526.2-QK 

5 台風状世下におけるがいしの塩分付着特性と

組揖性能に閲する研究/東盛良夫箸， 1993.3 

544.13←HI 

6 沖縄12か月のおかず224品/西大入鑑子著

沖縄出版， 1~93. 1 596-NI 

6類産 業

1. P何商時鳥における農地相続慣行と農地の所有
m遣に附する研究/仲地宗俊研究代表
1989.3 611.2-NA 

2 日本植物荊理学会土狼伝来晴世話会講演要旨

集 [日本植物咽理学会]， 1990 613.56-NI 

3 ハイプリヲドライスの光合成能力に閲する研

究/村山盛ー研究代表， 1990.3 616.2恥山

4 超大量憎殖がウリミパエの配偶行動に且lます

昨哩/岩橋杭研究代表， 19田 10 626.17-IW 

5.細胞キメラ利用による栄養繁殖性ネギ類の脊

檀に闘する研兜/昔谷直信一研究代表

1993.3 626.54-AD 

6 沖縄~北海道花き鎮リレー栽絡調査研究報告

'11/南西地峻産業活性化センタ 桐南西地

域産察活性化センター 1992.3 627.15-NA 

7 亜熱帯性マメ帯構木ギンネムの嗣科資源とし

ての特性解明と有効成分の利用に闘する研究

/本郷富士弥研究代表。 1992.3 643-HO 

8 マングロープを中心とした生理系の解明に関

する研究科学技術庁科学技術復興関盤費に

よる生活・地域流動研究/園府図像弘編 1

1992.5 652-KO 

9. ;t!t28度の森湯湾掃奄美大島 (鹿児島
県)宇検村振興育英財団.1992.11 652-MU 
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10 マrグロープ生盟系のシステム傷析に関する

研究/中Z質管常曾研究代表.1同2.3652-NA 
11 沖縄町輯と自院 M44画会副植樹揖記念，.

第..回全国組側錫沖縄胤実行書員会.1993.3 

652今OK

12.沖縄県4直樹綴聞偏爽掴館/沖縄県緑化t重量畢
貝会. 沖縄県農林水量BIl祢放課.1993.2 

653イJK

13.伸縄進マングロープ憎肱樹輔の組職培.に関

する蕊礎的研究/屠場'聴率研究イt表 1993.3 
653.1-BA 

J4. .JJI代マ戸ケティング卒業記念研究酷/沖縄国

階大学マーケティングゼミナール絹沖岡

国際大学新抽世締ゼミナール。 1993.3

675-GE 

目。神縄地域離合望通史研究/上間情研究代表，

】993.4 回2-UE

16 島唄畠リゾートにおける地減収容力沖縄の

リゾート餌岳k仕会・睦演を背策として/小

壇省研究代表.1目2.' 日8-KO

17 お島なわ町邸政守札の心を守旬つづける/

沖縄創世管理事勿月号制 沖縄郷量生管理事護所

[1田3] 693.2-0K 

7頬芸 術

1 特別展沖縄の!IHl球練王朝の焚/名古屋減

喪術展開催実行書"会舗 名古屋減美術展間

協実行委員会.1珂l.10 706.9-NA 

2.平良市町文化財/平良市教背番貝会岨平良

市教育署員会， 1992.3 709.2-H76 

3.SIlIS^ ふL.lrなンーサー/スーザン・
アJレプライト文と輯。砂川珪日本文沖縄

コロニー印刷.C190Z 726.7-AL 

4 ・を初めて潤う人のために答甚真融/謝花

11石像.沖縄県立博物館繍沖縄県立惨物館

主町会.1993.2 728-]A 

S 謝花壇石/沖縄県立情物館縄神縄県立得物

鎗友司会.1珂3.2 7耳 jA

6 秋草と幻町簸アグン君事聞梅花敏文告/膏山

衝心事和象奮院.Ul9Z目11 729.1-WA 

?。沖縄彊鍋と文化の11'み沖縄週置却周年配意

集ノ'"集盛彦写真野口~II主 日本線遭記
者会 1992.3 148-0K 

8 同 Thl!best !It!<<tIons 01∞nlemporary 

VoIι 錨地 3 s!:pι 1993 

目 rAl!li四 inJapan 京都e院.1992.11 
751-0M 

g 署名最古舗11'1礎控抱圃牽町あらまし膏谷
村教育聖貝会主化復興鰻 1993.3 751.3-YO 

10 花帳〈布車球紅型鍵問9食事作品集/線開策
喜[作] 日本位量t!llli出会。 1田13.1

753-5H 

11.僻/長崎厳森小学館.1993.4 7s3.3-NA 

12. ;i<埴志裕子園章集控と鍵/沖縄鼎立博物曲
細石垣市立入置山熔物館， 1991.3 

?回全OK

13 館と組踊比較111貰由主化の海械を見る芸能
学会， 1991.11 173-NO 

14 沖縄のライフル射怒鍵技 20隼の捗み/抑ヲ

射協責斜掴集番目金網 il~蝿県ライフル射場霊

園会.1992.9 7田 7-OK

15 疏稼歌加留多 (りゅうきゅううたがるた)/

大lIt鼻茸余圏・・;" ねゐていぷ.1田2..11

797-RY 

9輔宜 学

1. i史上議歌集/途上施依会岨 量史上IU;会 l

1992.11 913-NA 

Z 響を呼ぶ仲律事集後鮪1・tJ長/仲担喜美綾
著六怯幽版社。 i田2.9 915-NA 

3.名穫の浦嶋袋全容歓同直立配念館崎袋会

幸歌碑建立期成金，1993.4 915-5H 

4.首里跨集/堀場情平宥いしゅたる社 1

1992.11 911-HO 

5 砂あらし芝徳子静線ノ草滋子署背磁社，

1992.1Z 917-5H 

6.風景愉/矢口哲男署矢立出雌 1993.10

917-YA 

7. lIf球の鳳 0，時間 SplrltN H K大河ドラマ

ストーリー/山凶信夫脚事。陳舜臣原作 日

本位進幽庫協会， 1993.1 92CドCH

8 沖縄 B本lIIil閣の決機筋人物世来社 。
1開2.5 950-0K 

注)各資格末尾町配号は概求配号です.

一晶子
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おしらせ

o 附属倒舎館町増築工事始まる
これまで長年にわたって要望してきた附属図書館町噌聾カ唱Eめられ、 7月15日から
工事が蛤まっています.現在の建物に接して、生協剛への増拒で、工期は平成6年2
月28固までの予定です。
利用者の皆さんには、工事期間中、騒音、 4躍動の尭生のほか、 一部資料の利用制
限を伴うことがあり、何かとご珪惑をおかけLますが、ご了言及下さい.

図曹館増措現場

一26-



琉n大~~附JÒI図曾銅線

本学教官著作寄贈図書案内

VoI. 26 No. 3 SepL 1伺@

1田3年4月一1回3年7月

一
白
と
良
町

性

盛

会

特

車

J

着

[
H
H

寸

E
3

剣

山

開

K

塩

良
の

盛
し
東
い

/

が

究

)

る
研

都

け

る

学

お

す

工

に

凶

3

(

下

に

3

夫

況

能

拍

良

状

性

l

風

輯

L

盛

台

絶

夫

車

寄

曜

林

富

喜

円

安

著

回
共

井

]

長

A

M

'

 

ほ

順

[

盛

)

附

花

都

文

壇

学

田

文

内

鰻

法

/

和

(

桂

4

上

順

訟

田

町

豊

訴

四
事

者

花

刑

院

著

垣

321.6-UC 

大森保{理学剖s)

サrゴ礁における石灰化述置と二酸化民葉植

匿のそニタリング/大森保研究代表[大森

保J.1993. 4 

平成4年度科学研究費補助金(一般研究B)

研究報告書 K450.13-0M 

山里市 {理学部)

丸米島町内湾性サンゴ礎群集/山里清.香村

真相，日高遭雄著[義雄大学J. [198OJ文部
省特別研究班壇科学琉暗列島 ・19剖掴底臨

海実験所聾績No49怯刷 .133-144 

K483.36-YA 

上聞滑(工学郁)

沖縄地塙総合吏通史研究/上岡市研究代表

[上聞滑J.1993.4 

平成4年度科学研究費補助金(一般研究C)
研究報告書 K682-UE 

馬場繁幸(農学部)

沖縄産マングローブ禍成樹種の組織培聾に関

する基礎的研究/馬場事書告書研究代喪[馬場

鯖宰J.1993.3 

平成4年度科学研究費補助金(一般研究C)

研究報告書 K653.1-BA 

中原世明(短期大学部)

祉舎の国際化と入植を悟る ID/法務省入
梅擁護局編法務省人権擁護局.1993.3 

構1寅手壇和彰，黒田t町中庫憧明
316.1-HO 

平良辰夫(短期大学部)

Episodic. organization and cal1 : a progmatic 

approach / by Tatsuo Taira. --University 

of New Mexico. 1992 

Facsim. Author's tbesis (Ph.O) --Uni 

versity of New Mexi問. 1992 830.7-TA 

注)各資料末尾町記号は鯖求記号です。

圃圃圃圃圃

[会議1
0 園舎館連官昏且会
捕2叩回平成5隼?月14日(水)

協議事項

(J) r琉球大学的現状と課題{依林)J fこ対

する図書について

白)附属凶書館における自己点検 ・評価項

自について

(3)その他

報告事項

(J)第40回国立大学図書館協醗金低金につ

いて

(2)その他

27ー
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園国間困函困困園

[会議]

0 "41回九州地区医学図書館協援金総会が
九州歯科大学耐属図書館内当骨で下記のとおり

聞協され.医学部分官官から分館長、専門員、整

理器畳が出席しました.

日時平底5年8月27日(金)1MO-

会場丸州歯軒式学別館 2F会議室

協議題

1 日本医学図書館協会理事町選出につい

て
2 日本医学図書館協会評議員(館)につ
いて

3 来年度地区セミナー担当館について

4. JMLA名誉llIl聞の推織について

編集後記 一一ー一一一ー

5 来年度当骨鮪について
報告事項。

1. lII4回九州地区医学閲轡館員セミナー
について(熊本大学)

/，ネルディス:IJッシ，ン.

現状を陪まえて将来を展望する

ーこれからの医学系図書館

パネリスト 剛島館長(褐岡爾軒大学)

中村名書顧問

訟下分館長(鹿児島大学)

コーディネーター

朝意専門貝 (九州大学)

医学部骨館

一 一一
1曲号配合場町出版企画にあたり、砂川学長はじめ歴代の図書館長且び先輩筒兄姉に寄稿をお闘

いしましたところ、快くお引き受けいただき、このように立棋な記念号を出版できましたことを、

編集要員一同心から感謝申し上げます。寄稿の掲慣は、図瞥館現場の職員、これをとりまく管理

職、館長の順とし、図書館の歴史と今捷の課題が浮き周りにされるような栴庇と Lました.
1967年の創刊以来、四半世紀を経て100号を迎えたのを一つの節目と Lて、次号 (Vo1.27No.l， 
1994年1月刊行予定)からA4判化し、点検・評価を重ねてよ りよき広報誌を目指していきますの

で、今桂ともご主撮の日ど、よろLくお願いいたします. (T. 5.) 

琉球大学附属図書館報"びぷりお'第26巻第3号白血巷第1凹号}

平成5年9月30日豊行

括行革理大学附属図書館 〒903-01 沖縄県中頭郡西原町千原l番地

電信 098(895)2221 肉親 (2143) 編集 u'ぷりお編集委員会
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